
阿寒国立公園屈斜路湖畔

ゴルフ場計画に

反対しよう

徹三中野

なかの てつぞ う
1930年 北海道生 まれ。

北海道大学文学部卒業。

同大学院文学研究科(西

洋史学)博 士課程中退。

現在、札幌学院大学人文

学部教授(人 間学、社会

思想史)。 本協会常務理

事。会員 としての関心分

野は、自然保護 に有効な

人間学の体系構成の追求。

さ
ら
ば

ゴ

ル

フ
場
症

候
群

真
珠

湾
攻

撃

五
〇

周
年

と

い
う
記

念
す

べ
き

日

(
一
九
九

一
年
十

二
月

八
日
)

の

『
朝

日
新

聞
』
第

一
面

の
ト

ッ
プ
は
、

元
北
海

道

・
沖

縄
開

発
庁

長
官

だ

っ
た
自

民
党

の
阿

部
文

男

代
議

士
が
、
渡
島
支

庁
木
古
内
町

で
ゴ

ル
フ
場

・
ス
キ
ー
場

・

リ
ゾ

ー

ト
ホ

テ

ル
な
ど

を
含

む
三
百

億
円

を
超

え

る
リ

ゾ
ー

ト
計

画
を

立

て
、
町

長

と
町
議

会

ぐ
る

み
の
全

面
協

力

を
得

て

(
「
第

三

セ
ク

タ
ー
」

設
立

)
推
進

し

て

い
る
う

ち

に
、

バ
ブ

ル
経
済

の
破
綻

で
昨

年
十

一
月

倒
産

し
た
東

京

の
鉄

骨

メ
ー

カ
ー

「
共
和

」

か

ら
、
数

千

万
円

の
資

金
援

助

を
受

け

て
い
た
と

い
う

記
事

に
よ

っ
て
占

め
ら
れ

た
。

こ
の
事
実

が
端

的

に
象

徴

し

て
い
る
よ

う

に
現

在

の
、

ゴ

ル
フ
場
狂

騒
曲

は
、

わ

が
国

の
残

さ
れ
た
貴

重

な
自

然
を

根

こ
そ
ぎ
破
壊

す

る
ば

か

り

で
な
く
、
会

員
権

の
乱

売

に
よ
る

不
当

利
得

や
詐

欺
商

法
、

不

正
な
土

地
買
占

め
、

暴

力

団

の

資
金

稼
ぎ
、

国

会
議

員

か
ら
地

元
市

町
村

の
首
長

や
議
員

、

職
員

に
及

ぶ
あ

い

つ
ぐ
汚

職
等

、
ま

さ

に
人
間

の

心
を

も
黒

く

汚
す

「
社
会

悪

の
根
源

」

(
屈
斜

路
湖
畔

ゴ

ル
フ
場
計

画

の
不
承
認

を
求

め

る
当
協

会

の
要
望

書

か
ら
)

と
も

な

っ
て

い
る
。

私

は
、

こ

の
事
態

を
前

に
し

て
、

も
は

や

「
ゴ

ル

フ
も
健

康

な

ス
ポ
ー

ツ
、
悪

い
の
は

一
部
悪

徳
業
者

だ

け
」

な

ど
と

い
う

こ
と

は
許

さ
れ

な

い
、

と
思

う
。

岩
間

カ

ソ
ト
リ

ー
ク

ラ
ブ
や
茨
城

カ

ン
ト
リ

ー
ク

ラ
ブ
、

イ

ト

マ
ン

・
グ

ル
ー
プ

な
ど

の
例

か
ら

も

わ
か

る
よ

う
に

コ

部
」

悪

徳
業
者

は
バ

ブ

ル
経
済

を
演

出

し
た
金

融
業

界

や
政
界
、

広

域
暴

力
団

な

ど

と
深

い
構

造

的

な
連
関

の
網

の
目
を
構
成

し

て
お

り
、

し

か
も
政
府

は

日
本
全

土

を
蔽

う

こ
の
大
規
模

な

人

工
的
災

害

を

眼

の
あ

た

り

に
し
な

が
ら
、

預
託
会

員
権

制
度

の
規
制

を

含

む

ゴ

ル
フ
場

の
法

的
規

制

に
す
ら

取
り
組

も

う
と

も

し
な

い
。

ま

た
、

国
民

の

か
な
り

の
部
分

は
、

ゴ

ル

フ
場

禍

の
恐

ろ
し
さ

に
次
第

に
気

づ

き
始

め
な

が
ら
、
時

に
は
暴

力

団

に

脅

か

さ
れ

な
が

ら
も

ゴ

ル

フ
場
開

設
反
対

に
立

ち

上
り

つ
つ

あ

る
市

民

た
ち

の
運

動
が
、

私
た

ち
と
今

後

の
世
代

す

べ
て

に
と

っ
て
人

間
的

に
も

っ
と
も
貴
重

な
も

の
を

守

ろ
う
と

し

て

い
る

の
だ

、

と

い
う

こ
と

に
気

づ
か
ず

、
自

分

が
ク

ラ
ブ

を

振

る

こ
と
は
、

誰

に
も
関

係

の
な

い
自
分

の
自
由

だ
、

と

思

っ
て

い
る
ら

し

い
。

だ

が
今
、

こ
う
考

え

る
必
要

は
な

い

だ

ろ
う

か
ー

ゴ

ル
フ
以
外

に

ス
ポ

ー

ツ
は
な

い

の
か
、
今

の

ブ

ー

ム

に

一
様

に
踊

ら
さ
れ

て
い
る

こ
と

こ
そ
、
実

は
異
常

に
画

一
的

で
非
個

性
的

な

「
日
本
的
」

現
象

の
、

な

に
気

な

い
奴

隷

で
は

な

か
ろ

う
か
?

表

1
は
、

世
界

の
ゴ

ル

フ
人

口
の
九
割

は

ア
メ

リ
カ
と

日

本

が
占

め

て

い
る

こ
と
を
示

し

て
い
る
が
、

イ

ギ

リ

ス
を
除

い
て
上
位

五
位

を
占

め
る

国
は

い
つ
れ
も

広
大

な
大

陸
国
家

で
あ

っ
て
、

こ
の
狭

い
日
本

に
ど
れ

ほ
ど
多

数

の

ゴ

ル
フ
人

口
が

ひ
し

め

い
て

い
る
か

は
国
土

一
平
方
キ
ロ
当

り

の
ゴ

ル

フ

人

口
を

計
算

し

て
み

る
と
、

ア
メ
リ
カ

の
十

六
倍
、

イ
ギ

リ

ス
の

五
倍
、

フ
ラ

ソ

ス
の
実

に
二
四

二
倍

(
!

)
と

な
る

こ
と

か
ら
も

わ

か
る

は
ず

で
あ

る
。

ま
た

、
表

2
の

ゴ

ル
フ
場

数
は
、

一
九

八

五
年

の
数
値

で

あ

る
が

、

こ

こ
で
は
総

数

も

一
千

平
方
キ
ロ当

り

の

ゴ

ル
フ
場

数

も

ゴ

ル

フ
発
祥

国

で
あ

る
イ
ギ

リ

ス
が

日
本

を
上

廻

っ
て

い
る
が
、

日
本

が
イ

ギ
リ

ス
を
含

め
た

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸

国

よ

り
も
平

地
が

遙

か

に
狭

い
山
岳
国
家

で
あ

る

こ
と
を
考

え
る

と
、

平

地

で

の
密

度

や
自
然

破
壊

の
度

合

は
、

日
本

の
方

が

問
題

に
な
ら

な

い
ほ

ど
高

い
。

し

か
も
、
表

3
が
示

す

よ
う

に
、

日
本

の
ゴ

ル
フ
場

開
設

計
画
が
現

在

の

「
計

画
」

通

り

進

め
ば
、

こ

の

二
、

三
年

の
う
ち

に
イ
ギ

リ

ス
を
軽

く
追

い

越

し

て
し
ま

う

こ
と

は
、

ほ
ぼ
確
実

で
あ

る
、

と

い
え

る
。

次

に
、

こ

の
異

常

な

ゴ

ル
フ
場
過

密
国

日
本

の
中

で
の
本

道

の
位
置

を

、
表

3
、

4
で
確
認

し

て
お

こ
う
。

一
九

八
七

年

の

リ
ゾ

ー

ト
法

成

立
時

と
比
較

し

て
、

一
九

九

一
年

の
本

道

の
ゴ

ル

フ
場
総

数

は
既
設

分

で
は

二
〇
%

増

、
建

設
中

を
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含

め
る

と

六

一
%
増

と

な
り

、

そ
れ

ぞ
れ

の
全
国

の
対
応

数

値

(
一
四
%

と

三
八
%

)
を

大
幅

に
上

廻

る
。

そ
の
結
果

、

全

国

の
ゴ

ル

フ
場
総

数

に
占

め

る
本
道

の
割

合
は
既

設
分

で

八
七

年

の

六

・
九
%

か

ら
九

一
年

の
七

・
三
%

へ
上
昇

し
た

が
、

建

設
中

を
加

え
る

と
、

こ
の

二
、

三
年

で
八
%

に
ま

で

達

す

る
。

に
も

か
か
わ

ら
ず

、
他

の
都

府
県

が
高

い
地
価

と

ま
す

ま

す
厳

し
く

な
る
規

制

と
反

対
運

動

で
伸

び
悩

む

(
そ

の
結

果
造

成

地
は

ま
す

ま
す

平
地

か

ら
山
間

部

に
移

動

し
、

地
盤

災
害

を

激
化

さ
せ

て

い
る

)

の
に
対

し

て
、

本
道

の
広

さ

と
相

対
的

に
安

い
地
価

、

地

元
市
町

村
当

局

の

つ
く

ら
れ

た

「
ゴ

ル
フ
場
11
活

性
化

」

願
望

と

あ

い
ま

っ
て
、

ゴ

ル
フ

場

の
本

道
集

中
を

ー

こ

の
ま

ま

で
は

ー

い

っ
そ
う
激

成

す

る

で
あ
ろ
う
。

だ
が
対
人

口
比

ゴ

ル
フ
場
数

で
は
、
表

4
が
示
す

よ
う

に
、

本
道

は
す

で
に
全

国

の
最

高

ク
ラ

ス
に
ラ

ソ
ク
さ
れ

て

い
る
。

ま

た
、
表

2
と

見
較

べ
る

と
気

づ
く

こ
と

だ
が
、

北
海

道

の

ゴ

ル

フ
場

数

は

、

す

で

に
世
界

七
、

八
、

九
位

の
ド

イ

ツ

(
西

)
、

ス

エ

ェ
ー
デ

ソ
、

フ
ラ

ソ
ス
の
そ
れ

と
肩

を
並

べ
る

(
や
が

て
遙

か
に
追

い
越

す

ー

こ
の
ま

ま

で
は
)

と

こ
ろ

に
ま

で
急

伸
し

て

い
る

の
だ
。

(
面
積

は

そ
れ

ぞ
れ
本

道

の

三
倍
、

六

・
四
倍

、

七
倍

)
。

し

か
も

こ
れ
ら

の
国

々
で
は

ゴ

ル
フ
場

の
増

加
も

ほ

と

ん
ど
な

く
、

そ
の
造

成
が
環

境

問

題

と
し

て
騒
が

れ

る

こ
と
も

な

い

i

大

量

の

ス
キ
ー
客

に

よ

る
環
境

破
壊

は

ス
イ

ス
や
チ

ロ
ル
を
中

心

に
大
き

な
問
題

と
な

っ
て

い
る
が
。

そ

れ

で
は
、

こ
れ
ら

の
国
民

は

ス
ポ
ー

ツ
を
し
な

い
の
だ
ろ
う

か
。

ド
イ

ッ
(
西
)
の

「
ゴ

ル
フ
連
盟
」

会

員

(
一
九

八
三
年

)

は
、

五

六
、

八
八

一
名

で
、

「
空

手

連

盟
」

(
五

四
、

一
四
八
名

)
と

ほ
ぼ
同
数

だ

し
、

「
ド

イ

ツ
柔
道
連

盟
」

に
は

そ

の
三
倍
以

上

の

一
九

二
、

五

二

一
名

が
加

入
し

て
い
る
。

こ

こ
で
は

ゴ

ル
フ
は

や
や

ハ
イ

ク

ラ

ス

の
ち

ゃ
ん
と

し
た

ス
ポ

ー

ッ

で
、
会

社

の
接

待
手

段

で
も

な

け
れ
ば
、

ま

し

て
や

不
労
利

得
手

段

で
も

な

い
。

つ
く
ら
れ

た
ゴ

ル

フ
熱

を
冷

ま

し
、
個

性
的

で
、
真

に
体
育

や
保

養

の

名

に
価

す
る

ス
ポ

ー

ッ
を

と
も

な
う
生
活

へ
と
、

私

た
ち

の

発
想

を
今

こ
そ
転
換

す

べ
き

で
は

な

い
か
?
そ
れ

な
し

に
は
、

私

た
ち

は
次

の
世

代

の
身
体

と
精

神

双
方

の
健
康

を
、

私

た
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世界 の ゴル フ人 口(1985年)表1

順位 国 名 ゴル フ人 口 世界に占
める割合

割合の
累 計

1平 方
キ ロ 当 り
ゴル フ人 口

1 米 国 18,000,000 51.86 51.86 1.92

2 日 本 12,000,000 34.58 86.44 31.58

3 イ ギ リ ス 1,535,400 4.42 90.86 6.37

4 カ ナ ダ 1,500,000 4.32 95.18 0.15

5 オ ー ス トラ リア 686,000 1.98 97.16 0.09

6 韓 国 250,000 0.72 97.88 2.52

7 ス ウ ェ ー デ ソ 90,000 0.26 98.14 0.20

8 南 ア フ リ カ 80,000 0.23 98.37 0.07

9 フ ラ ソ ス 70,000 0.20 98.57 0.13

10 西 ド イ ツ 60,000 0.17 98.74 0.24

計 全 世 界 34,706,900人 100% 100%

世界 の ゴル フ場数(1985年)表2

順位 国 名 ゴル フ場数 世界に占
め る割合

割合の
累 計

1000平 方
キ ロ 当 り
ゴル フ場数

1 米 国 12,278 58.03 58.03 1.31

2 イ ギ リ ス 2,001 9.46 67.49 8.20

3 日 本 1,452 6.86 74.35 3.85

4 オ ー ス トラ リ ア 1,440 6.81 81.16 0.18

5 カ ナ ダ 1,224 5.78 86.94 0.12

6 南 ア フ リ カ 379 1.79 88.73 0.31

7 西 ド イ ツ 185 0.87 89.60 0.74

8 ス ウ ェ ー デ ソ 160 0.76 90.36 0.35

9 フ ラ ソ ス 150 0.71 91.07 0.27

9 イ ソ ド 150 0.71 91.78 0.04

計 全 世 界 21,159人 100% 100%

ゴル フダイ ジェス ト社 『最新 ゴル フ大百科』 参照

80年 代 以降 の 日本 と北海 道 の ゴル フ場数 推移表3

1980
'84

'87

(リ ゾ ー ト
法 成 立)

'91

(7月27日 現 在)

日 本 既 設 1,416 1,469 1,576 1,799

建設中 374

計画中 1,067

北海道 104 107 110
132

(91年12月 末 日現在)

建設中
45

(許 可済 み含 む)

計画中
61

(道 に 申請 中 の もの)

主 要 ゴル フ場 集 中道県 比較(1989年 末)表4

ゴル フ場数
ゴル フ場数

100㎞2

ゴル フ場 数

住 民10万 人

北 海 道 131* 0.17 2.3

栃 木 87 1.35 4.57

千 葉 104 2.59 2.0

埼 玉 59 1.34 1.0

長 野 56 4.3 2.6

兵 庫 116 1.49 2.18

福 岡 48 0.97 1.02

沖 縄 24 1.09 2.0

全 国 1,700 0.45 1.40

この数 は、道 の土地水対策 課の数値 と若干違 ってい るが、一般 に
ゴルフ場 数の数値 が デー タ源 によ り量同 があるのは 、その判定 基

準の違 いに よる。

*



ち

以

上

に

ひ
ど

く

そ

こ
な
う

の
だ
。

阿
寒

国

立

公
園

と
湿

原
公
園

を
守

れ

だ
が

、

こ

の
ゴ

ル

フ
場
症

候
群

は
、

遂

に
本

道

の
国
立
公

園
区

域
内

に
ま

で
入

り
込

ん

で
き

た
。

こ

の
計

画
と

そ

の
重

大

さ
を
私

た

ち
が

知

っ
た

の
は
、
弟

子
屈

町

屈
斜

路
湖

畔

の

コ
タ

ソ
地
区

に
住
む
戸
塚
美
波
子

さ
ん

(
最
近
本

会

に
入
会
)

が
、
昨

年

六

月

二
日
千
歳

市

で
開

か
れ

た
ゴ

ル
フ
場

「
規

制

地

域
住

民

会
議

」

で
報
告

さ
れ

て
か
ら
だ

っ
た
。

(
こ
の
遅

れ

に

つ
い

て
は
、
私

た
ち

は
深

く
反
省

し

て
い
る
。

早

い
ほ

ど

阻
止

の
可
能

性
が
高

ま

る

の

で
、
今

後
、

開

発

の
動
き

が

お

こ

っ
た

ら
、

す
ぐ
協

会

に
知

ら
せ

て
頂

き

た

い
)
。
私

は

七

月

に
紺
谷

理
事

と

共

に
現

地

を
訪
れ

、
戸

塚

さ

ん
た
ち

が

結
成

し

た

「
コ
タ

ソ
山

の
緑

と
湖

水
を

守

る
会
」

の
人
た
ち

と
話

し

合

い
、

ゴ

ル

フ
場
予

定
地

を
訪

れ

る
と

と
も

に
、
吉

田
千
代

司
弟

子
屈
町
長

は
じ
め
町
当
局

、
業
者
代

表
と
も
合

っ

て
、

つ
ぶ

さ

に
実
情

を

調
査

し
た
。

「
弟

子
屈
複

合

リ
ゾ

ー

ト
」

開
発

計

画
は

、
東

京

に
事
務

も
り
き
ゅ
う

所

を

持

っ

「
森

久

エ
ソ
ジ

ニ
ア
リ

ソ
グ
」

(
広

海

広

一
社

長

)

が
策

定

し
た

も

の
で
、
屈

斜
路

湖

の
南
端

が
釧

路

川

に

注

ぐ

地
点

東
側

の
湖

岸

コ
タ

ソ
地
区

か
ら

背
後

の
通
称

コ
タ

ソ
山

(
二

二
五
り
川
)

に
向

っ
て
せ
り

上
る

山
林

と
畑

地
、
牧

草

地

二
〇

六

・
八

五
㎞

の
上

に
、

十

八

ホ
ー

ル

の
ゴ

ル
フ
場

と
約

百

戸

の

コ
テ
ー

ジ
を
建

設

し
、
屋

内

ス
ポ

ー

ッ
施
設

も

備

え

て
、
通

過
型

で
な
く
、

滞
在

型

の
リ
ゾ

ー

ト
を

め
ざ
す

と

い
う
。
予

定
地

は
阿
寒

国
立
公
園

の
普
通

地
域
内

に
あ

り
、

計

画

上

の
ゴ

ル

フ
場

エ
リ

ア

の
端

は
、
湖

岸

か

ら
約

百
層

の

近

さ

に
位

置

す

る
。

予

定
地

の
斜
面

か

ら
は

、
和

琴
半
島

を

左

に
、
中

島

を
正

面

に
望
む
雄

大

な
屈
斜

路
湖

の
全
景

が
眼

下

に
広

が
り
、

思

わ
ず
息

を

の
む
美

し

さ

で
あ

る
。

こ

の
地

を

ゴ

ル

フ
場

に
と

い
う
計

画

は
、
前

町

長
横

山
徳

住

氏

の
時

代

に
、
京

都
東

山
観

光
株
式

会

社

が
最
初

に
か
か

わ

っ
た
が
、

同
社

が

地
権
者

に
あ

て
た
挨
拶

状

に

「
…
地
元

の
皆
様

方

と

の
仲

介

を
し

て
お
り

ま
す

不
動

産
業

者
が
皆

様

方

と

の
間

で
法
律

に
違

反
す

る
行
為

が

あ

り
…

…
又
、
仲

介

の
不
動

産
業
者

が

当
社

以
外

の
方

に
当

地

の
開
発

を
依
頼

さ

れ

て

い
る
様

に
も

聞
き

ま
す
。

…

…
」

な
ど

と

い
う
文
章

が

あ

る

こ
と

か
ら
も
推

察

さ
れ
る

よ

う
な

土
地
取

得

を
め
ぐ

る

黒

い
う
わ
さ

が
最
初

か
ら
あ
り
、
結

局

同
社

は
手
を
引

い
た
。

そ

の
後
、

一
昨

年
早

々
か
ら
森
久

エ
ン
ジ

ニ
ア
リ

ソ
グ
が

こ

の
計

画
を

引
き

継

い
だ
が
、

町
長

は

じ

め
町
当

局

・
町
議
会

の
多
数

は
、

終

始

こ
の
計
画

を
町

の
起

死

回
生
策

と

し

て
積

極

的

に
推
進

を

図

っ
た
。

こ
の
間
、

用

地

の
取

得
を
進

め
た

の
が
東

京

に
本
店

を
持

ち

不
動

産
売

買

・
建
設

等
を
行

っ
て
い
る
光

徳
建

設
株
式

会

社

(
昭
和

六

一
年

一
二
月
設

立
、
資

本
金

一
千

万
円
)

で
、

予
定

地

は
昭

和

四
〇

1
四

四
年

度

に
道
営

開

拓

パ
イ

ロ
ッ
ト

事
業

と

し

て
道
が

八
千

二
百

万
円
余

(
国
費

六

五
%

)
を

か

け

て
農

地
造
成

し
た
第

一
種
農
地

(
畑

と
牧
草

地
が

五
八
%

、ゴル フ場 位 置図図1

残

り
は

原
野

と
山
林

)

で
あ

る
が
、

八

八
年

と

八
九
年

の
農

地
転

用
許

可
基

準

の

「
改

正
」

で
、

ゴ

ル

フ
場
建

設
を

目
的

と

し
た
転

用

の
規
制

が
緩

め
ら

れ
た

こ
と
、
計

画
地

内

の
農

地
率

が

「
お

お
む

ね
約

二
割

」

か
ら

「
五
割
未

満
」

に
ま

で

引

き

上
げ

ら
れ

た

こ
と
、
を

機

に
負
債

に
悩
む

弟
子
屈

町
農

協

な

ど

の
土
地

を

八
八
年

に
買
収

、
九

〇
年

二
月

に
森

久

エ

ン
ジ

ニ
ア
リ

ン
グ

に
売

却

し

て
い
る
。
取

得
価
格

は

二
千

五

百

万

円
だ
が

、

一
年
後

の
売

却
価
格

は

三
倍
近

い
、

と

い
う

(
道
議

会
決

算
委

で
の
本

間
委

員

へ
の
答

弁
)
。

ま

た
農

協

内

部

で
は
、
組

合
員

に
十

分

は
か
ら

ず

に
売

買

が
行

わ

れ
た

こ
と

に
、

批
判

が
出

さ
れ

て
い
る
。

森

久

エ
ソ
ジ

ニ
ア
リ

ソ
グ

は
九
〇
年

早

々
か
ら

予
定

地

の

地
権

者

と

の
交

渉
を

進

め
、

同
意

者

に
手
付

金
を
支

払

っ
た

が
、

国
土

利
用

計
画
法

上

問
題

が
あ

る
と

さ
れ

て
町

は

そ

の

回
収

を
指

導
、

手
付
金

は

回
収

さ
れ

た
、
と

い
わ
れ

る
。

こ

の
時
、

こ
う
し

た
行
為

が

国
土
利

用
計

画
法

の
届

け

出

義
務

に
反

し
た
契

約

の
予
約

行
為

だ
と

し

て
、

同
法
違

反

の

疑

い

で
告
発

の
準

備
を
進

め
た

の
が
、

地
元

コ
タ

ソ
地

区

の

ひ
と
び

と
だ

っ
た
。

反
対
運
動

の
き

っ
か
け
と

な

っ
た

の
は
、

九
〇
年

二
月

二
二
日
、

同
社

が

コ
タ

ン
地
区
住

民

に
対

し

て

突

然
菓

子
折

な
ど

を
配

っ
て
計

画

の
説
明

会
を
開
催

し

よ

う

と

し
た

こ
と

だ

っ
た
。

こ

の
会

は
、
怒

っ
た
住
民

の
抗
議

の

集
会

と

な

っ
た
が
、

こ
の
説

明
会

が

ど
れ

ほ
ど
ず

さ
ん

で
住

民
無

視

の
も

の
だ

っ
た

か
を

う
か
が

う

一
資

料
と

し

て
、

同

社
が

住
民

に
配

っ
た
案

内
状

を

そ

の
ま

ま
復

元
し

よ
う

(資

料

一
)
。

な
お

「
町

の
希
望

」

と

い
う

こ
と

で
、

こ
の
場

で

承
諾

の
印

を
取

ろ
う

と
し

て

い
る
と

こ
ろ

に
ご
注
意

願

い
た

い
。協

会

理
事

会
は
、

私
た
ち

の
現
地
調

査

の
結
果

を
踏

え

て
、

九

一
年

七

月

二
六
日
、

「
阿
寒

国

立
公
園

区
域
内

ゴ

ル

フ
場

計

画

の
中
止

を
求

め
る
要
望
書
」

を
環
境

庁
長
官
、
道

知
事

、

弟
子
屈

町
長

な
ら
び

に
森
久

エ
ン
ジ

ニ
ア
リ

ン
グ
社
長

に
送

っ
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資料1

た
。

ま

た
、
情

勢

の
緊

迫

に
対
応

し

て
、
さ

ら

に

一
二
月

一

三

日
、
道

と

の
間

で
事

前
協

議
中

の
同
計
画

を
道

が

承
認

し

な

い
よ

う
求

め

る
再
度

の
要

望

を
行

っ
た
。

七
月

一
一
日
に

弟

子

屈
町

よ

り
道

に
提

出

さ
れ

た
計
画

は
、

以
後

排

水
路
計

画

な
ど
基

幹

部
分

に
変

更

が
あ

り
、
現

在
道

の
指

示

で
再
度

の
ア
セ

ス
が
行

わ

れ
る

こ
と

に
な

っ
て
い
る
、

と

い
わ
れ

る
。

他
方
、
反

対
運
動

は

「
コ
タ
ン
山

の
緑

と
湖

水
を
守

る
会
」

を
中

心

に
、

屈
斜

路
湖

に
発

す

る
釧
路

川
を

唯

一
の
上
水

源

と

す
る
釧

路

市

に
も
拡

が

り
、

反
対
署

名

は
三
、

五
七

四
票

に
達

し
、

コ
タ

ソ
地
区

の
住
民

の
九
割
も
署

名

に
参

加

し

て
、

昨
年

九

月

に
町
役

場

に
提

出

さ
れ
た
。

ま

た
釧
路

で
は

八
○

団
体

が

反
対

の
意

志

を
表

明

し
、

九

月
下
旬

に
は
計

画

に
反

対
す
る
町
議
の
代
表
を
含
む
地
元
各
団
体
の
代
表
が
道
議
会

に
陳
情
を
行

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
推
進
派
の
町
議
と
町

当
局
は
、

一
一
月
中
旬
の
町
議
会
で
四
名
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
賛
成
多
数
で
計
画
推
進
を
決
議
し
た
が
、

一
一
月
二
三
日

同
町
で
行
わ
れ
た

「
コ
タ
ソ
の
緑
と
湖
水
を
考
え
る
弟
子
屈

町
民
の
つ
ど
い
」
に
は
、
予
想
を
大
巾
に
上
廻
る
二
百
名
を

超
え
る
弟
子
屈
町
民
、
釧
路
市
は
じ
め
周
辺
市
町
村
の
有
志

が
集
ま
り
、
北
大
苫
小
牧
演
習
林
長
石
城
謙
吉
氏
の
講
演
を

熱
心
に
聴
き
、
活
澄
な
討
論
を
行

っ
て
、
反
対
の
決
意
を
新

た
に
し
た
。
さ
ら
に
一
二
月
二
二
日
に
は
、
コ
タ
ソ
地
区
で

住
民
集
会
が
行
わ
れ
た
。
こ
と
し
、

一
九
九
二
年
は
、
道
内

の
国
立
公
園
区
域
内
に
ゴ
ル
フ
場
第

一
号
の
開
設
を
許
す
か

否
か

を
決

す

る
本
道
自

然
保

護
史

上

の
重
要

な

一
年

と

な
ろ

う
。さ

て
、

こ

こ

で
は
、

私

た
ち
が

な
ぜ

こ
の
計
画

に

こ
れ

ほ

ど
ま

で
強

く
反

対
す

る

か
を
、
詳

し

く
述

べ
る

必
要
は

な

い

と
思

わ
れ

る

の

で
、

特

に
強

調

し
た

い

い
く

つ
か
の
点
を
述

べ
、

会
員

と
道
民

さ
ら

に
全

国

の
自

然
を
愛

す
る
皆

さ
ん
に
、

運

動

へ
の
ご

理
解

と

ご
協

力
を
求

め

た

い
。

第

一
に
、
ど

う

い
う

「
理
由
」

が

あ
ろ

う
と
第

一
級

の
自

然

公
園

「
わ
が

国

の
風
景

を
代
表

す

る

に
足

り

る
傑

出

し
た

自

然

の
風

景
地
」

(
自
然

公
園
法

第

二
条

)
内

に
、

ゴ

ル
フ

場

を
許

す

こ
と
は
、

自
然

を
守

る
最
後

の
歯

ど

め
を

み
ず

か

ら
崩

し
、

引
き

続

い

て
す

べ
て
の
国

立
公
園

内

に
ゴ

ル

フ
場

造

成

の
波

が
押

し
寄

せ

る

こ
と

を
容

認
す

る
結
果

を
招

く
。

普

通
地

域
だ

か
ら
規
制

が
な
く

て
よ

い
と

い
う

「
理
由
」

は
、

全

く

理
由

に
な
ら

な

い
。

日
本

の
国

立
公
園

自
体

、
保
護

の

水
準

か
ら

い

っ
て
国
際
的

に
も

「
国

立
公
園

」

と
し

て
認
め

ら
れ

て
い
る

の
は
、

日
本

で
は
わ
ず

か

に
五

つ
し
か
な

い
と

い
わ

れ

る
ほ

ど
低

い

レ
ベ

ル
に
あ
り
、

環
境

庁

が
率
先

し

て

現

在

の
公

園

の
区
域

を
拡

大
し
、

地

域

や
地
種

の
区
分

を
保

護

の
現

代

的
水

準

に
ふ
さ

わ
し

い
程
度

に
ま

で
変

更
す

る

こ

と

こ
そ
が

今
求

め

ら
れ

て

い
る

は
ず

で
あ

る
。
生
態

系
保

護

地
域

の
設

立

で
も
、

守

る
べ
き
中

心

の

コ
ア

・
ゾ
ー

ソ
の
周

辺

に
、

バ

ッ
フ

ァ

・
ゾ
ー

ソ
を
置

く

こ
と

を
、
農

水
省

で
す

ら
認

め
た

で
は
な

い
か

(実

際

の
適

用
は
、

そ

の
精

神

か
ら

ま

だ
遠

く
背

馳

し

て

い
る

に

せ

よ
)

。

今

回

の

予
定

地

は

「
特

別
地

域
」

で
あ

る
水

面

か
ら
百
層

も
離

れ

て

い
な

い
。

も
と

も

と
、
自

然
公

園
法

の
施
行

令
第

三
条

に
は
、

「
自

然

公
園
事

業

と

な
る
施

設

の
種
類
」

と

し

て

「
ゴ

ル
フ
場
」

が

挙

げ

ら
れ

て
い
た
が

、
昭

和

四
八
年

の
改

正

で
削

除

さ
れ
た

経

緯

が

あ
る
。

す

な
わ
ち

「
ゴ

ル
フ
場
は
自

然

公
園

に
あ
る

べ
き

施
設

で
は
な

い
」

と

い
う
の
が
現

在

の
国

立
公
園

の
基

本

的

な
考

え
方

な

の

で
あ

る
。

そ
れ

に
も

か

か
わ
ら
ず
、

環
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境

庁

自

身

が

一
昨

年

(
九

〇

年

)

六

月

一
日
付

に
出

し

た

「
国

立
公

園
普

通
地

域

に
お

け
る

ゴ

ル

フ
場
造

成
計

画

に
対

す

る
指
導

指
針

に

つ
い
て
」

は
、

自
然
樹

林
地

を
極
力

避
け

、

そ
れ
を

含

む
場

合

で
も
敷

地
面

積

の
七
〇

%
を

超

え
な

い

こ

と
、

な
ど

と

い
う
、

お
よ

そ
制

限

と
し

て

の
現

実
的

意
味

を

持

た

な

い
内

容

の
も

の
と

な

っ
て
お
り
、

こ
う
し

た
規
定

に

ひ

っ
か
か

ら
な

い
計
画

を

む

し
ろ
奨

励
す

る
役
割

を

す

ら
果

し

て
い
る

こ
と

に
は
、

憤
慨

を
覚

え
ず

に
は

い
ら
れ

な

い
。

こ
れ

で
は
環

境
庁

な
ど

で
は
な

く
、

環
境

破
壊
勧

奨
庁

で
あ

る
、

と

い
わ
れ

て
も
仕

方

が
あ

る
ま

い
。

第

二

に
、

町
当

局

と
開
発

予
定

業
者

は
、

七

月

の
私

た

ち

と

の
話

し
合

い
の
際
、

国

立
公
園

内

な

の

で

1

現
在

あ

る

森

林

は
極

力

手

を

つ
け

な

い
。

2

牧

草
地

と

畑
内

に

つ
く

り

、
形

状

変

更

は

し
な

い
。

a

雨

水

で
沢

に
入

る

の
は

や

む

を

え
な

い
が
、

生
活

排

水
を
含

め

て

コ
ー

ス
内

の
水
は
、

活
性
炭

を
用

い
て
三
次

処
理
し

て
調
整
池

に
溜
め
、

の
ち

コ
ー

ス
内

フ

ェ
ア
ウ

ェ
イ

に
散

水
す

る
と

い
う
方

法

で
、
水

を
外

に
出

さ
な

い
、

と
説

明
し

た
。

だ

が
、

大
雨

の
際
、

調
整

池

が
濫

れ

て
す
ぐ
下

の
湖

水

に

大

量
流

入

し
な

い
保
障

は

な

い
し
、

フ

ェ
ア
ウ

ェ
イ

へ
の
散

水

は
結

局

土
壌

に
浸
透

し
、

雨

水
は
各

種
汚

染
物

質

と
と

も

に
、
結

局

は
湖

水

に
入
る

こ
と

は
避

け
ら
れ

な

い
、
汚

水

を

一
切

外

に
出
さ
な

い
、

な
ど

と

い
う

こ
と

は
不
可
能

で
あ

る
、

と
指

摘

す

る
と
、

業
者

も
町

当
局

も

そ
れ
を

も
と

も

と
認

め

ざ

る
を

え

な
か

っ
た
。

そ

の
後
、

排
水

計
画

は
変
更

さ

れ
、

釧

路
川

に
誘

導

さ
れ

る
こ

と

に
な

っ
た
、
と

聞
く

が
、

こ

の

川

は
、

釧
路

市
を
含

む

下
流

市
町

村

の
唯

一
の
上

水
源

で
あ

り
、

ま

た

わ
が

国
第

一
号

の
湿
原

国
立

公
園

の
水
系

に
接
し

て
お

り
、

「
ま

こ
と

に
由

々
し

い
事
態
」

(協

会
要

望
書

)

と

い
わ
ざ

る
を

え
な

い
。

ま

た
、
無

農
薬

を

め
ざ
す

と

い
わ
れ

て
い
る
が
、

現

状

で

は
不

可
能

に
近

く
、
地

盤
凝

固
剤

や
雪

腐
防

止
剤

の
散
布

も

水

と
公
園

内
環

境

を
汚

す
重

大
な

要
因

と
な

る
。

第

三
に
、
予

定
開

発
業

者

と

そ
の
計
画

を

め
ぐ

る
数

々
の

疑
問

で
あ
る
。

ゴ

ル

フ
場

に

つ
い
て
環
境
計

画

上

の
基
幹

と

も

い
う

べ
き
排

水
計

画

を
先

の
私

た
ち

の
指

摘

も

あ

っ
て
事

前
協
議

の
途
中

で
変
更

し
た

こ
と

は
今

述

べ
た

通

り

で
あ

る

が
、

七
月

に
私

た
ち

に
説

明

し
た
と

こ
ろ

で
は
、

会

員
権

は

販
売

せ
ず
、

パ

ブ
リ

ッ
ク

で
や

っ
て
ゆ
く
、

と

答

え
た
。

工

事

費

を
質
問

す

る
と

用
地
費

を
含

め

て
約
百

二
十

億

円
と

い

う
答

だ

っ
た
が
、

私

は

こ
れ
を

パ
ブ

リ

ッ
ク

で
や
る

と
す
れ

ば

、

か
り

に
百

二
十
億

を
年

十
億

つ

つ

(
収

入

で
)
償

還
す

る
と

し

て
も

(
金

利

は
別

と
し

て
)
、

一
年

二
百

日

の
営
業

と
し

て

(冬

が
あ

る
)

、

一
営
業

日

に

つ
き

五
百

万
円

の
収

入
を
要

す

る
、

他

に
経

費

は
更

に
か

か
る
、
果

し

て
こ
れ

で

や

っ
て

い
け
る

の
か
、

し

か
も
事

業
を
担

当

す

る
と

い
う
会

社

は
、

ゴ

ル

フ
場

は
は

じ

め

て
と

い
う

の

に
、

と
質

問

す
る

と

町
長

も

「
実

は

そ
れ

が

一
番

心
配

で
す

」

と
答

え
た
。

最

近

の
情
報

に
よ
る

と
、

パ
ブ

リ

ッ
ク
制

の
計
画

は

す

で
に
崩

れ
、

や
は
り
会
員

権
も
売

り
出
す

(
「
セ
ミ

・
パ
ブ

リ

ッ
ク
」

と

い
う
そ
う

だ
)

と

い
う
。

な
お
森

久

エ
ン
ジ

ニ
ア
リ

ソ
グ

社

は
、

平
成

元
年

五
月

の
設

立
と

い
う
新

し

い
会
社

で
、

資

本
金

は

一
億
円

で
あ

る
。

バ

ブ

ル
経
済

の
崩

壊

で
、

道
内

で

も

リ
ゾ

ー
ト
計

画
が

相

つ
い
で
破
産

な

い
し
後

退

し

て
い
る

現
在

、
私

た
ち

が
世
界

に
誇

る
阿
寒

国
立

公
園
内

に
、

無
惨

に
自

然
を

破
壊

し
た

ゴ

ル

フ
場

の
残
骸

が
残

ら

な

い
と

い
う

保
証

は
な

い
。

第

四

に
、

町
長

が
挙

げ

た

ゴ

ル
フ
場

歓
迎

の
理
由

の

ひ
と

つ
は
、

そ
れ

に
伴

う
収

入
増

で
あ
る
が

、

そ
れ

が
現
実

に

は

対
応

す
る

地
方
交

付
税

交
付

金

の
削
減

で
い
う

ほ
ど

の
も

の

と
は

な
ら

な

い
こ
と

は
別

と
し

て
も
、

町

の
収

入
が
乏

し

い

た

め
に
未

だ

に
下

水
道

整
備

も

で
き
ず
、

温
泉

や
住
宅

の
汚

水
が
屈

斜
路

湖

に
不
充

分

な
処

理

の
ま

ま
た

れ
流

し

に
な

っ

て

い
る
点

を
挙
げ

て
い
た
点

は
、

日
本

の
国

立
公
園

行

政

の

貧

困

の

一
象

徴

と

い
え

よ
う
。
な
ぜ

国

や
道

は
、
湖

水
を
持

つ
国

立
公
園

内

の
市

町
村

の
下
水
道

整
備

を
優

先

さ
せ
る
程

度

の
施

策
す

ら
出

来

な

い
の
か
。

そ
れ

で
七

月

の
協
会

の
要

望

書

の
第

四
点

は
、

国
立
公

園

の

「
監
督

官
庁

と

し

て
の
環

境

庁
が

、
同

町

の
下

水
道
整
備

の
た
め
特

別

の
措
置

が
講
ぜ

ら

れ

る
よ
う

、
関

係
機

関

へ
の
働
き

か

け
を
含

め

て
善

処
さ

れ

る

こ
と
」

を
強

く
要

請

し
た
次
第

で
あ

る
。

最

後

に
、

こ

の

コ
タ

ソ
の
地

は
、

ア
イ

ヌ
民
俗

資
料
館

を

持

つ
、

ア
イ

ヌ
民
族

の
聖

な

る
地

で
も
あ

る
。
弟

子
屈

に
六

〇
年

以

上
住
ま

わ

れ

て

い
る
自
然

研
究

家
永

田
洋

平
氏

(
釧

路
短

期
大

学
教

授

・
本
協

会
会
員

)

は
、

コ
タ

ソ

の
地
が

古

く

か
ら
神

と
人

と

が
触
れ

合
う
地

、

イ

ヨ

マ
ソ
テ
祭

な
ど

最

高

の
神
事

が
行

わ
れ

た

ア
イ

ヌ
民

族

の
聖
地

だ

っ
た

こ
と
を

強
調

さ
れ

て
い
る
。

六
月

の
千
歳

市

で

の
集

会

で
、

戸
塚

さ

ん

は
無
惨

に
破

壊

さ
れ

て
ゆ
く
北
海

道

の
自

然

に

つ
い
て
嘆

き
、

「
北
海

道

を
返

し

て
も
ら

い
た

い
、

と

い
う
気

持
も

あ

る
」

と
訴

え
ら

れ

た
。

国
際

先
住

民

の
年

の
前

年

に
あ
た

る

一
九

九

二
年

、

こ

の
声

に
私

た
ち

は
何

と
応

え
る

べ
き

で
あ

ろ
う

か
。

だ

が
、

こ

こ
に

ひ
と

つ
の
希
望
が

あ

る
。

九

一
年
十

月

二

三

日
、

道
議

会

は
各
会

派
満

場

一
致

で

「
リ

ゾ
ー

ト
の
乱
開

発

を
抑
制

す

る
決

議
」

(資

料

二
)

を
採

択

し
た
。
重

要
な

の

で
、
次

に
全

文

を
掲

げ

る
。

私
た
ち

は

こ

の
中

の

「
国

立
公
園
内

で
の

ゴ

ル
フ
場

や

リ

ゾ

ー

ト
開

発
計

画

が
も

ち
あ

が

っ
た

り
…

…
」

と

い
う

文
章

を
、

特

に

テ
イ
ク

ノ
ー

ト
し

た

い
。

つ
ま

り
、
道
議

会

は
、

国

立
公
園

内

の
ゴ

ル
フ
場

や
リ
ゾ
ー

ト
開
発

計
画

を
乱
開

発

の
代

表
的

な
も

の
と

一
致

し

て
認

め

た

の
だ
。
道
議

会

が

こ

の
決

議
を

真

に
守

る

の
か
ど

う
か
、
私

た
ち

は
今
後

厳
重

に

注
視

し

つ
っ
、

運
動

を
進

め

て
い
き
た

い
。
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「

議
案
第

一
号

リ
ゾ
ー
ト
の
乱
開
発
を
抑
制
す
る
決
議

右
の
議
案
を
別
紙
の
と
お
り
提
出
し
ま
す
。

平
成
三
年
十
月
十
九
日

提
出
者

北
海
道
議
会
議
員

同同同同同

北
海
道
議
会
議
長

若
狭

靖

殿

木 大 水 伊 高 桜村 橋 野 藤 橋
田

澄 重 武 正
里 鼻 舅 一 庸 同月

」

決
議
案
第

一
号

リ
ゾ
ー

ト
の
乱
開

発
を
抑
制
す
る
決
議

四
年
前

に
制
定

さ
れ
た

い
わ
ゆ

る

「
リ
ゾ
ー
ト
法
」
以

降
、

本
道

に
お

い
て
も
、

一
大
リ
ゾ

ー
ト
開

発
ブ
ー

ム
が

到
来

し
た
。

し
か
し
、
最
近

道
民
の
間
か
ら
、
乱
開
発

に
よ
る
自
然

破
壊

や
地
方
財
政

の
圧
迫
な
ど

に

つ
い
て
、

批
判

の
声

が

あ
が

っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
立
公
園
内

で

の
ゴ

ル
フ
場

や
リ
ゾ
ー
ト
開

発

計
画

が
も
ち
あ

が

っ
た
り
、
銀

行

の
不
正
融
資

と
の
か
か

わ
り
や
、
農
地
法
、

国
土
法
違

反
事
件

な
ど
も
発

生
し
、

大
き

な
社
会
問
題

に
な

っ
て
い
る
。

み
ど
り
あ

ふ
れ
る
本
道

に
お

い
て
は
、
豊

か
な
自

然
環

境

の
保

全

に

つ
と
め
、
自
然

や
農
林
業
を
生

か
し
た
道
民

本
位

の
リ
ゾ

ー
ト
開
発

こ
そ
が
望
ま

し
く
、

乱
開

発

の
抑

制

に

つ
い
て
十
分
配
意

す

べ
き

で
あ

る
。

右
決
議

す
る
。

平
成

三
年
十

月

二
三
日

北

海

道

議

会

r

」

資料2

(1)(2)(3)

『
ゴ

ル
フ
危

険

日
書
』

、

ユ

ニ
バ
ー

サ

ル
双
書

編
集

委

員
全
編

(
一
九

九
〇
年

)
、

二
七

ペ
ー
ジ
。

本

書

は
、

『
ゴ

ル

フ
場

亡
国
論
』

小

田
国

廣
編

(
一

九
九
〇
年
)
、
藤
原
書
店
、

『
ゴ

ル
フ
場
は

い
ら
な

い
』

日
本

消
費

者
連
盟

(
一
九

九
〇

年
)
、

『
ゴ

ル

フ
場

ス

ト

ッ
プ

・
法
的
対

応

の
す

べ

て
』

リ

サ
イ

ク

ル
文

化
社

(
一
九
九

〇
年

)
な

ど
と

と
も

に
、
多

く

の
人

が
読
む

べ
き

好
著

で
あ

る
。

な
お

表

1
、
表

2

の
単

位

国
土
面

積
当

り

の
ゴ

ル

フ
人

口
、

ゴ

ル

フ
場
数

は
、

私

の
計
算

に
よ
る
。

閑
霞

ω
9

9

0
①
9

。。
〇
三
8

α

。。
0
＼

。。
ρ

≦

二
冨

ぎ

O
o
冠
ヨ
き

コ

<
Φ
ユ
鋤
σq
鴇
ω
・
&

ω
・

俵
浩

三

「
国
立
公
園
内

の
国
有

林
経
営
は

一
般
会
計

で
」

(
『
自

然
保
護

』

三

二
〇

号

)
参
照

。
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